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 人権教育の担当が生徒指導係へ 

 社会が豊かになり、また、情報化が進む中で、人権に関わる問題も多様化しております。いじめをはじめ

とする諸問題、インターネット、携帯電話の普及による新しいタイプの人権侵害は深刻化しております。 

学校教育において、これまで以上に児童生徒に対して「自分の大切さと共に他の人の大切さを認める」人

権感覚を高め、それを様々な場面で具体的な態度や行動に表すことができる人権教育の大切が増してきてお

ります。 

また、人権問題は生徒指導上の問題とも密接に関わってきます。生徒指導上の諸問題を未然に防止するた

めにも、人権教育を基盤とした日頃の生徒指導が大切となってきます。 

以上により、今年度より、課内の三つの係に分散していた三名の人権教育の担当者を生徒指導係に配置い

たしました。これまで以上に学校人権教育の一層の充実に努めてまいりたいと思いますので、よろしくお願

い致します。   

担当者と主な業務内容を紹介致します。 

・渡辺 貴則（ 生徒指導係長 ）〔 人権教育統括 〕 

・櫻井 隆夫（ 生徒指導係 ）〔 人権教育全般 〕  

・永原 経明（ 生徒指導係 ）〔 高等学校関係・人権教育だより・作品募集等 〕  

・網干 直人（ 生徒指導係 ）〔 義務教育関係・人権教育総合推進地域事業等 〕  

  ○電話 ０２６－２３５－７４３６ 

人権意識の高揚を目指す 

ポスター、詩・作文の募集 
 

 今年も人権意識の高揚と、様々な人権問題の早期解決を図るために「ポスター、作文・詩」の募集を行い

ます。今年度は、特にいじめ問題をテーマにした作品を中心に募集します。 

 

◆ 応募部門  （１）ポスターの部（小・中・高別） 

（２）作文 詩 （小・高別） 

※ 中学生の「作文」については、長野地方法務局主催・長野県教育委員会共催で実施する

「全国中学生人権作文コンテスト長野大会」があるため今回は募集しません。 

◆ 締め切り  ポスター    １０月３０日（火） 

作文・詩    １１月３０日（金） 

  ◆ ポスターは、明るい展望のもてるものとし、図柄は独創性に富んだもの。大きさはＢ３版。 

作文・詩は、題は自由。自分の体験や実践に基づいて述べたもの。 

        ※ 詳細は各校に配布されている要綱で確認してください。 
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平成１９年度 教育課程・学習指導の改善（青本） ［人権教育］（概要） 

Ⅲ 本年度の学習指導改善の最重点 

Ⅱ 願う姿の実現に向けた成果と課題 

Ⅰ「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること」ができる人権感覚をはぐくむための重点 

①学校の組織的な取組を 

 ・教育活動全体を通じての推進 ・全体計画と年間指導計画の作成 ・人権教育に取り組む体制 

・人権尊重の精神に立った学級経営や生徒指導の推進 ・個に応じた学習指導と一人一人の大切さ

が認められている環境作り ・中立性の確保と個人情報の保護 

 ・普遍的な視点（自尊感情，生命尊重など）からの取組と，個別の人権課題に対する取組を推進 
②教職員の人権尊重の理念の理解・体得を 

 ・教職員の姿勢そのものが重要である自覚と自らの人権意識を見つめ直す 
 ・課題を背負った子を中核にした集団作り，厳しい立場にいる者の心の痛みや生き方に共感する 

③家庭・地域との連携及び校種間の連携を 
・児童生徒が家庭や地域の人々から学び，その取組が身近な大人の啓発に資するような工夫 

・校種を超えた連携の促進，授業研究やカリキュラム開発 
④自主性の尊重や体験的な活動を取り入れるなどの指導方法の工夫を 

 ・児童生徒が主体的に学び，生活に生かせる学習展開の工夫 
 ・体験的な活動を取り入れ，コミュニケーション能力，共に考えようとする態度，社会参加への意欲

を高める学習展開 
⑤効果的な学習教材の選定・開発を 

 ・児童生徒の生活の中から課題を掘り起こし，つける力を明確にし，つける力に迫るための教材選定，

手だてを創意工夫 
・命の大切さに気づく教材，様々な人権問題に気付く教材，個別の人権問題を深く考える教材，自分

自身を見つめる教材，コミュニケーション技能を学ぶ教材など，多様に選定・開発 

○自尊感情やコミュニケーシ

ョン能力を培う 

○自分の生活や生き方とつな

げた学習の振り返り 

○人の生き方にふれる 

自ら考え，感じ，行動する主体的・実践的な学習を工夫しよう

人
権
感
覚
の
醸
成 

○児童生徒の自主性を尊重した学習展開の基盤をつ

くる 
・異なる意見の存在と価値に気づき，発表できる 
 温かい集団づくり 
○校種間のつながりを考えた見通しのある年間指導

  計画を 

・どの人権課題をどの学年で重点的に扱うか 

・「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること」ができる人権感覚を持った児童生徒 
・社会の中にある様々な人権問題をとらえ，自分の生活や生き方と結びつけて考える児童生徒 

○人権教育の全体計画を策定することにより，全教職員の共通認識と組織的な取組が行われている。 
○つける力を明確にし，教材の選定・開発が行われている。 
☆普遍的な視点での学習とともに，現実の人権問題への学習を大切にし，社会への関心や社会参加の意

欲を培いたい。 
☆学習場面の自分の振り返りだけでなく，生活場面の自分を振り返ることができるように。 

     人権を尊重する社会を築いていく意欲と実践力を高める人権教育 
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いいじじめめをを受受けけたた子子ののケケアアをを考考ええるる    
 

いじめを無くすために何をするか、という視点は言うまでもなく大切ですが、一方いじめを受けた子どもの人

権を考え、どうサポートするかという視点も重要です。総合教育センターで、生徒指導専門研修教員の研修とし

て、いじめられ自殺を考えるような生徒のサポートについて研究している徳丸洋子氏を講師に「多角的自己表現

法」の研修を実施しました。総合教育センター専門主事 原 良通先生にそのレポートをしていただきました。     

  
    総合教育センター  専門主事 原 良通 
「多角的自己表現法」とは、鹿児島の「ＮＰＯいじめ対策プロジェ 
クト」を立ち上げた徳丸洋子さんが開発した、カウンセリングの一 
手法です。子どもが感じている人間関係や理想のイメージを色彩や 
詩で表現しながら、子ども自身の心を整理するものです。 

 この「多角的自己表現法」について、徳丸さんは「私自身がいじ 
められた時の経験と心理学的手法を交え、いじめに苦しみ、相談で 
きずにひとりで抱え込んでいる子どもたちの自殺防止を目的にこの 
手法を開発しました。子どもの人権を第一に考えたこの取り組みを 
今後、現場でのいじめ対策の一助として活用して頂けますこと 
を願っています。」と話してくれました。                  《 研修中の様子 》    

                                                                                                
具体的にはシートを使用し 1時間 30分をかけてステップに従い実施します。主な流れは以下のようになります。 
① 自分の今の感情の確認や幸福感の確認、辛い気持ちや理想のイメージを色鉛筆を使って塗る。 
② 自分を取り巻く重要人物やこだわっている事柄についてのイメージを色を塗って表現する。 
③ それに対して理想とするイメージを同じく色で表現する。 自分の苦しみを詩として表現する。 
④ 希望を表す詩を表現する。 苦しめている人物への架空の手紙を書く。 保護者への思いを手紙とする。 
⑤ ここまで進めて、いったん担当者の自己開示やレクレーションを入れ、リラックスを図る。 

 ⑥ 先に書いた重要人物とこだわりに対して今の相手の感情と自分の感情を色で表現し、はじめのシートに戻

って、今の感情や状態の確認を行う。 

 文章では伝わりにくいのですが、色鉛筆を使って色を塗ったり、詩を書いたりといった作業を一つ一つを丁寧

に進めていく中で、子どもの心の整理が付き、状況は変わっていなくとも自分の感じ方が変化し、心が軽くなり

ます。「表現すること」が心の解放につながったり、つらい思いを目で見える形に表出することで、気持ちが楽

になる効果が期待できます。多角的自己表現法を受けた子どもが「心が整理されて強くなれた」と感想を記して

いましたが、実際研修で実施した先生も同様の感想を語ってくれました。 

 

 徳丸さんは注意事項として以下のような点を強調しました。 

  １．被験者に強要しない。       ２．「万能薬」ではない。    ３．「嘘発見器」ではない。 

  ４．施行者を評価するものではない。  ５．結果をありのままに受け止める。 

  ６．一人の人間として関わる。     ７．プライバシーを厳守する。 

 あくまでカウンセリングマインドで子どもを支えるという視点が必要ということでしょう。 

 この「多角的自己表現法」が、学校現場でどう活用できるかですが、学級担任より相談室の先生や養護の先生

が実施する方がいいのではないか思います。今後、具体的に導入する為の研究を続けていきたいと考えています。 
                【参考文献】 徳丸洋子著『君が笑顔になれるまで』 ジアース教育新社 
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人権教育を基盤とした                        
                  魅力ある学校づくり       

Part１                       

中野市立平野小学校 
〈平成１７・１８年度文部科学省人権教育研究指定校〉 

   ふれあいをキーワードに人権教育を生かした学校づくり！ 
中野市立平野小学校では、『「ふれあいを通して自他の大切さを認め、共に生きようとする実践力のある子ども」

～人権教育の日常化を目指した学校づくり～』を研究テーマに２年間にわたって研究をしてきました。「ふれあ

い」をキーワードに、具体的・継続的に児童の姿を見つめることを大切にして、全教育活動において研究を進め

ました。 

す子どもの姿に迫るための学校づくり〉 

〔１

１ 

 今

ちと

本

己紹

けん

友だ

り認

なが

 

に気

人

人権教育の精神がみなぎる環境づくり 

○ 人権コーナーの設置 

○ 人権教育だより 

機能する組織づくり 

人
権
感
覚
の
醸
成 

○目標の共通理解 
○校内推進体制の整備（人権プロジェクトの新 

設） 

学

の

を

他との連携を生かしたネットワークづく
〈目指

人権教育の授業づくり 

○人権教育の全体計画の整備と

習の基盤作り 

○計画的・継続的な取り組み 

○つける力を相互に高めていく 

○教材の価値の吟味とつける力

明確化を大切にする 

○人の生き方にふれる場の設定

していく 
 

 

１月１７日（金）研究発表会から〕 

題材名「友だちはっけん」（２年生）の授業 

まで、エンカウンターなどの体験的な活動を継続して行い、友だ

の関わりを深めてきた子どもたちである。 

時では、自分の得意なことや自分の好きなところなどを書いた「自

介カード」を使って、これが誰のカードかを考える「友だちはっ

クイズ」を行った。友だちのことを考え、更に、自分が見つけた

ちのいいところを発表することを通して、友だちのよさを認めた

められた喜びを感じたりすることができた。振り返りを大切にし

ら、継続して体験的な活動をすることで、お互いを認め合う関係を育てることができた。  

２ 題材名「もっと知りたいＴ先生、Ｋ先生のこと」（５年生）の授業 

聴覚障害者のＴさんと手話通訳のＫさんとの交流を通して、相手の気持

ちを考えたり、相手の立場に立って行動したりすることの大切さを考えて

きた子どもたちである。 

本時では、Ｋさんが手話の活動を続けていきたいと思うのはなぜだろう

かということについて話し合ったり、Ｋさんの手紙を読んだりすることを

通して、Ｋさんの手話に対する思いを感じることができた。また、自分も

交流を通してＴさんへの接し方や、手話に対する思いが変わってきたこと

づくことができた。継続的な交流が、相手の気持ちを考えた行動や自分の成長を感じることにつながった。 

権教育指導方法等の在り方について〔第二次とりまとめ〕の趣旨を生かし、今後の人権教育の方向を示して

○実際の生活とつなげた振り返り

をしていく 

り 

○ 学校外の人材・諸機関との連携 



いただいた平野小学校の実践に学びたい。 
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上田市立第二中学校 
〈平成１７・１８年度文部科学省人権教育研究指定校〉 

人権教育を基盤とした 
魅力ある学校づくり 

Part２

 
 
 
 

一人一人を大切にした、人権が尊重される学校・学級づくり 
～身近な嫌がらせやいじめ・差別を、自分の問題としてとらえるために～ 

                     （研究テーマ設定の理由から抜粋） 生徒を肯定的に見つめる先生方 
  

 

 

 

 

 

                                                      

第二中学校には、生徒への共感的理解と自身の実践を問い返す「教師の姿勢」が位置づいていました。生徒

の行為をより深く見つめ、その背景に思いを巡らそうとする先生方によって、人権教育を柱にすえた学校づ

くりがすすめられています。 

毎日の学校生活を細かく振り返るために、校内のいじめや差別についてのアンケートを実施

すると、そのたびに様々な問題が潜在していることが明らかになる。いじめや嫌がらせを受け

た訴えや反省があった。また、冷やかしやからかい、陰口や悪口もみられた。 

こうした反応には、どんな行為が人権を軽視することにあたるかについて一定の理解があり、

解決しなくてはならないと考えている姿が読み取れる。そして、自他の行為を人権という視点

でとらえなおしていこうというスタンスで指導を積み重ねてきたことが、問題への気づきや解

決への思いにつながってきている。 

 

 

生徒一人一人の人権感覚を磨き、

人権問題を自らの課題として解決

する意欲と実践力を身につける。 

取り組みの重点（１８年度）人権教育の目標 

・世の中にある人権問題を学習する際、自分たちの毎日の生活と

重ね合わせて考えていく学習指導の工夫。 
 
・自己表現力の育成《より開かれた学習集団の育成》 

（友との関わり、あたたかな教師のまなざし、自己肯定感の育成）

主題名「私でいい」「あなたでいい」（１年生）

 

 

 

 

 

 

 

  
自分史新聞を書き上げる学習（小単元）を通して、自分を
見つめ、友を見つめ、周囲の人が自分を理解してくれている
喜びを感じていきます。また、年間を通した学習の積み重ね
によって、問題解決の主体を自分に問う姿も育っていました。
クラス内に構築された信頼関係と教師の深く温かなまなざ
しによって、子どもたちの自己肯定感が豊かに高まり、授業
の最終場面の８分間に及ぶ編集後記作成の時間は、静寂の中
にも自他をさらに大切にしていこうとする熱き思いが漂うす
ばらしい時間でした。 自分や学級に対して誇りや自信を

膨らませ、動き出す学級集団 

主題名「わたし」と向き合う「私」（２年生）
ハンセン病と部落差別の事実に学ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分の生活や生き方につながる

題材展開の工夫 

 伊波敏男さんとのかかわりや栗生楽泉園の訪問を通して，
差別や偏見に憤りを持ち，その学びを発信したいと子どもた
ちは考えていました。同時に、学級にある日常的な問題に対
して「このままではいけない」と思いつつも動き出せずにい
た子どもたちが、融和運動の「かわいそう」「同情」では差別
はなくならないと気づいていきます。   
本時は，身の回りの事象と類似の資料で「自分だったらど
うするのか」「どうやったら解決できるのか」と考え合いまし
た。今の自分と向き合い，資料の登場人物や場面に身の回り
の状況を重ねて，自分の思いを語り合いました。 
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―「平成１８年度全国中学生人権作文コンテスト県大会」県教 す― 

 

 

木祖村立木祖中学校 ２年 
  奥原 有佳 さん 
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の
家
に
は
帰
ら
ず
祖
父
母
の
家
に
帰
っ
て

た
。
「
た
だ
い
ま
ぁ
」。
私
が
大
き
な
声
で
言
う
と

「
お
か
え
り
」
と
い
う
明
る
い
ア
ル
ト
く
ら
い
の

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
声
が
返
っ
て
く
る
。
大
ば
あ
ち
ゃ

と
い
う
の
は
私
の
祖
父
の
母
。
つ
ま
り
曽
祖
母
で

る
。
家
に
入
る
と
、
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
前
に
祖

漬
物
を
持
っ
て
く
る
。
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
漬
物

ん
で
、
あ
さ
っ
て
取
る
。
私
に
は
こ
の
行
動
が

入
ら
な
か
っ
た
。
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
色

わ
る
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
ち
ゃ
い
な
マ
ー
ブ
ル
を

く
れ
た
。
私
は
そ
れ
が
大
好
き
だ
っ
た
が
、
キ

デ
ィ
ー
を
く
れ
る
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
は
、
し

ら
け
で
黒
く
て
汚
れ
て
い
る
よ
う
で
、
ば
い
菌

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
。 

い 

大
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
私
に
話
し
か
け
て
く
る

は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
が
ほ
と
ん

強
の
こ
と
で
、
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、 

「
ど
れ
、
見
し
て
み
ぃ
。
お
ら
が
教
え
て
や
る

と
言
う
が
、
私
は
ど
う
せ
分
か
ら
な
い
の
に
何

母を気の私ャわがこどで
ぇ

言

連
絡
が
入
っ
た
。
母
は
、

「
あ
の
ね
、
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
た
っ
て
」
。

私
は
地
面
に
つ
き
落
と
さ
れ
る
よ
う
な
気
分
を
味

わ
っ
た
。
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
死
ん
じ
ゃ
っ
た
の
？

朝
、
あ
ん
な
に
元
気
だ
っ
た
の
に
・
・
だ
っ
て
私
が

大
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
口
に
水
を
い
れ
た
ん
だ
よ
・
・
。

お
葬
式
。
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
で
家
族

で
行
く
温
水
プ
ー
ル
の
計
画
は
な
く
な
っ
た
。
も

う
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
。
お
葬
式
が
済

ん
だ
後
で
も
、
私
は
ま
だ
大
ば
あ
ち
ゃ
が
死
ん
だ
な

ん
て
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。 

「
た
だ
い
ま
ぁ
」
。
私
が
大
き
な
声
で
言
っ
て
も
、 

「
お
か
え
り
」
は
返
っ
て
こ
な
い
。
家
に
入
っ
て
、

大
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
つ
も
く
れ
た
ち
ゃ
い
な
マ
ー

ブ
ル
も
も
う
も
ら
え
な
い
。
も
う
ヤ
ク
ル
ト
を
買
っ

て
来
て
と
言
わ
れ
な
い
し
、
テ
レ
ビ
は
自
分
の
好
き

な
番
組
が
見
ら
れ
る
。
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
な
く
な

っ
た
こ
と
で
、
私
は
お
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
い
い
な
り 

相
撲
を
見
て
何
が
楽
し
い
の
？
だ
っ
て
テ
レ
ビ
を

見
て
も
い
い
っ
て
祖
母
が
言
っ
た
の
は
、
私
に
言
っ

た
ん
で
し
ょ
？
そ
う
思
い
な
が
ら
も
私
は
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
ま
わ
す
。
相
撲
を
見
て
い
る
と
六
時
に
な
っ

て
母
が
迎
え
に
来
た
。
私
は
最
後
ま
で
自
分
が
見
た

い
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
に
気
持
ち

イ

ラ
立
っ
た
ま
ま
、
車
に
乗
っ
た
。
も
う
大
ば
あ

ゃ

ん
と
い
る
と
こ
き
使
わ
れ
る
し
、
私
が
や
り
た

こ

と
さ
え
で
き
な
い
。
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
不
満

私

の
心
に
お
さ
ま
り
き
ら
な
い
く
ら
い
に
た
く

ん

あ
っ
た
。 

 

た
ま
に
、
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
様
子
を
社
協
の

が

見
に
く
る
。
私
は
、
な
ん
で
そ
ん
な
に
自
然
な

顔

で
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
不
思
議
だ

た
。

 

夏
休
み
に
入
り
、
明
日
は
い
よ
い
よ
家
族
で

水

プ
ー
ル
に
行
く
日
だ
。
と
て
も
楽
し
み
に
し

い

た
。
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
病
院
に
十
日
前
く
ら
い

ら

大んあが選に変にンだつと勉」
っ

育委員会賞の作品を紹介しま
 

て
ん
の
？
と
思
っ
て
、
何
だ
か
気
持
ち
が
イ
ラ

ラ
し
た
。
勉
強
が
終
わ
る
と
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

「
ヤ
ク
ル
ト
買
っ
て
き
て
く
れ
ん
か
ね
ぇ
？
」
と

っ
て
、
私
は
歩
い
て
店
に
行
っ
た
。
そ
の
時
も
、

で
私
が
年
寄
り
の
い
い
な
り
に
な
っ
て
ん
だ
ろ

と
不
満
を
感
じ
な
が
ら
ヤ
ク
ル
ト
を
買
っ
て
、
家

戻
っ
た
。
私
は
、
母
が
迎
え
に
来
る
六
時
く
ら
い

で
テ
レ
ビ
を
見
る
。
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、 

「
お
ら
ぁ
、
相
撲
が
見
た
い
か
ら
N
H
K
に
し
て

れ
ん
か
や
ぁ
」
私
は
こ
れ
も
気
に
入
ら
な
か
っ

じかにす満
、

い、
がちいはさ人笑
っ

温てか
入
院
し
て
い
た
。
八
月
五
日
、
私
は
朝
、
母
と
病
院

に
行
っ
て
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
っ
た
。
大
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
私
と
母
が
来
る
と
ニ
コ
ニ
コ
顔
に
な
っ
た
。
私

は
看
護
婦
さ
ん
に
た
の
ま
れ
て
、
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

口
に
水
を
入
れ
た
。
私
は
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
入
院
し

て
い
る
と
聞
い
て
、
び
っ
く
り
し
て
ち
ょ
っ
と
不
安

に
な
っ
た
が
、
病
院
に
行
っ
て
み
て
元
気
そ
う
な
大

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
る
と
安
心
し
た
。
そ
の
後
、
私
は

母
の
職
場
に
行
っ
た
。
夕
方
に
な
っ
て
母
の
携
帯
に

 

イ
、 

言何
う
、にまく

た
。
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に
な
ら
な
く
て
す
む
。
で

ー
を
く
れ
た
大
ば
あ
ち
ゃ

も
り
が
あ
っ
た
。
ヤ
ク
ル

て
、
レ
ジ
の
人
に
お
金
を

か
も
し
れ
な
い
。
私
は
一

不
満
を
い
だ
い
て
い
た
が

私
の
こ
と
を
い
つ
も
思
っ

う
思
う
と
私
は
す
ご
く

 

平

人

 【

 今

入選

 な

権作

さん

 

応募

  

ポ

 作

  

 

 

最優

  

優

1９年（2007 年）７月１８日       人 権 教 育 だ よ り

 
泣
い
た
。
大
ば
あ
ち
ゃ
ん

こ
と
が
情
け
な
く
な
っ
た

ざ
ま
な
不
満
を
い
だ
い
て

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
通

の
よ
う
に
高
齢
者
に
対

た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

母
さ
ん
と
お
店
に
行
く

ー
ブ
ル
が
あ
る
。
そ
れ
を

ゃ
ん
の
こ
と
を
思
い
出
す

を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
て

 

大
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
私
に

が
っ
て
い
た
こ
と
を
教

う
。 
も
、
今
思
え
ば
キ
ャ
ン
デ
ィ

ん
の
手
は
温
か
く
て
ぬ
く

ト
を
買
い
に
行
く
時
だ
っ

払
う
練
習
の
た
め
だ
っ
た

方
的
に
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

、
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
逆
に

て
い
て
く
れ
て
い
た
。
そ

悲
し
く
な
っ
て
心
の
中
で

に
不
満
を
い
だ
い
て
い
た

。
私
は
高
齢
者
に
、
さ
ま

い
た
が
、
今
は
違
う
。
大

し
て
、
私
は
社
協
の
方
々

し
て
笑
顔
で
接
し
て
い
き

と
た
ま
に
、
ち
ゃ
い
な
マ

見
る
と
、
私
は
大
ば
あ
ち

。
今
は
天
国
で
私
の
こ
と

い
る
か
な
ぁ
？ 

高
齢
者
へ
の
思
い
が
ま
ち

え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と

成 18年度 

権意識の高揚を目指すポスター・作文の審査結果 
 

 応募状況・審査結果 】 

年度ポスターは１０３点、作文・詩は５０点の応募がありました。小・中・高等学校別の応募状況は、

者一覧は下記の通りです。ご応募いただいた学校、児童生徒の皆さんに感謝申し上げます。 

お、中学生の作文については、長野地方法務局主催・長野県教育委員会共催で実施した「全国中学生人

文コンテスト長野県大会」において１２，７２１点の応募があり、木祖村立木祖中学校２年生奥原有佳    

の「ちゃいなマーブル」が長野県教育委員会賞に選ばれました。 

状況（点数）                               

校 種 小学校 中学校 高等学校 合 計 

スター   ６９   １２   ２２  １０３ 

文・詩   ４８ １２，７２１    ２ １２，７７１

合 計  １１７   １２   ２４  １５３ 

賞 ポスターの部 

秀賞 細萱航平（野沢中学校 ２年） 

 

秀賞 

 

高橋真紀子 （須坂小学校 １年）

尾﨑仁美  （神川小学校 ３年）

百瀨結希  （山辺中学校 ３年）

黒田成美 （木曽山林高校 ３年）

賞 作文の部 

優 良 伊藤さえ（大町東小学校 ６年） 

 

佳 作 

吉田彩美    （田中小学校 ３年）

澤田那奈    （美麻小学校 ６年）

野澤あかね  （大町北高等学校２年）

久保田悠里 （長野女子高等学校２年）
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   優秀賞 百瀨結希 （山辺中学校 ３年） 優秀賞 黒田成美 （木曽山林高校 ３年）   

                 

 

 

 

 

 

 

 

   優秀賞 高橋真紀子 （須坂小学校 １年） 

 

       

    最優秀賞                

      細萱航平（野沢中学校 ２年） 

 

 

                               優秀賞 尾﨑仁美 （神川小学校 ３年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


